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蔵書点検の為 10 月 2 日（月）～10 月 6 日（金）まで筑西市内の図書館は全館休館致します。 

休館中の本や雑誌、紙芝居のご返却は、中央図書館または明野図書館の返却口（ブックポスト）をご

利用下さい。ただし、視聴覚資料（CD や DVD 等）や市外の図書館からお借りした資料（相互貸借の

資料）、大型絵本等は破損する恐れがあるため、必ずカウンターにご返却下さい。 

※インターホンでの返却対応や予約資料の受け取りはできませんので、ご了承ください。 

長期休館に伴い貸出期間が延長されます。 

資料の種類 貸出日 貸出期間 

本・雑誌・紙芝居 9 月 18 日（月）～10 月 1 日（日） 2 週間→3 週間 

視聴覚資料 9 月 26 日（火）～10 月 1 日（日） 1 週間→2 週間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月号 

わくわく図書館 DAY 《事前予約制》 

長 期 休 館  の お 知 ら せ 
10 月 2 日（月）～10 月 6 日（金） 

日時  9 月 17 日（日） 午前 11 時〜12 時 
場所  筑⻄市⽴中央図書館 視聴覚室 
対象  小学生 4 年生以上 
※ 電話またはカウンターにて受付致します。 

大好きな本の為に戦え！ 



 

 

 

 

 

 

 

9 月の映画会 
『ほうきに願いを』（75 分） 

日時︓9 月 23 日（土） 午後 2 時〜  

場所︓中央図書館 視聴覚室 

  ※事前申込は不要です 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所  児童開架 おはなしコーナー 
ほ 赤ちゃん向けおはなし会  9 月 6 日 (水) 午前 11 時〜 
ほ 野ばらの会  9 月 16 日（土） 午後 2 時〜   

ほ 図書館スタッフのおはなし会  9 月 20 日（水）午前 11 時〜 
ほ あすなろの会  9 月 24 日（日） 午後 2 時〜 

9 月の休館日 
4 日、11 日、25 日（すべて月曜日） 

筑 西 市 立 中 央 図 書 館 

〒308-0826 茨城県筑西市下岡崎 1-11-1 

Tel：0296-24-3530 

ホームページ https://library-city-chikusei.jp 

図書館のバッグがピンチです！ 

現在ご利用いただいている図書館バッグは、
経年劣化の為数が少なくなっております。図
書館をご利用の際は、バッグのご準備をお願
い致します。なお、図書館ではバッグのご寄
贈もお待ちしております。ご協力の程よろし
くお願い致します。 

◇◆◇ おはなし会のお知らせ ◇◆◇ 

震災で傷ついた少⼥ 
⼿を差し伸べる⿅沼のほうき職⼈ 
娘の想いはどこへ 

〜 蓮
はす

と睡蓮
すいれん

 〜 
暑い最中、涼やかに咲き誇る蓮と睡蓮は夏の風物詩と言えよう。蓮と睡蓮、どちらも同じモノだと思って

いたが実は違う。似て非なるものという事を皆さんはご存知か︖どちらも蓮という字がついており、同じ植

物だと思った方は多いと思う。どちらも初夏から夏にかけて開花する。 

蓮はハス科ハス属。学名を Nelumbo nucifera（ネルンボ ヌキフェラ）英名を Lotus。水⾯から葉を⽴ち

上がらせる挺
てい

水
すい

植物で、根は蓮根で穴が開いている。蓮の実も「蓮実
れんじつ

」と呼ばれ滋養強壮などに効果があ

る。インド原産で中国を経由し先史時代に日本に渡来した。名前の由来は花床が花後に大きくなってハチの

巣に似ているので「ハチス」と呼ばれ、平安後期から短縮されて「ハス」となった。花弁は幅広で丸みを帯

びていて、お椀のようである。葉は丸く撥水効果があり汚れが付きにくくなっている。 

睡蓮はスイレン科スイレン属。学名を Nymphaea （ニンファエア）、英名 Water lily 。水⾯に葉を浮かべ

る浮
ふ

葉
よう

性植物で、根は中身が詰まっていてワサビの茎に似ている。原産は東アフリカ、ナイル川沿岸とされ

ている。古代エジプトの壁画にも登場する。学名のニンファエアはギリシャ神話の水の精ニンフから来てい

るそうだ。睡蓮は朝に咲き夕に閉じることから日本では「ヒツジグサ」（未の刻 午後 2 時に閉じる）と呼ば

れていた。花弁は細⻑くシャープで、葉は丸く切れ込みが⼊っている。 

こんなにも違いがあるとは知らず混同していたとは我ながら情けない事だ。しかしながら、日本⼈が名付

けた実用的な名前よりも外国⼈が名付けた名前の方が、何やらロマンを感じるのは私だけだろうか︖ 

まだまだ、うだるような暑い日々は続いていく。蓮根が美味しい季節になったら夏も終わるだろう。 

それまで皆さん、どうぞご自愛下さい。 


